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１ 調査の概要 

 

（１）調査の目的 

   県民の生活に深い関わりを持つ県政の各分野について、県民の関心や意向、要望等を調

査し、今後の県政施策推進の基礎資料とする。 

 

（２）調査の項目 

① 県民の生活意識 

② 山村過疎対策 

③ 治安回復 

④ 住宅用火災警報器の設置状況 

⑤ ＣＯＰ10 及び生物多様性について 

⑥ あいちの森と緑について 

⑦ 改正道路交通法施行後の県民意識 

 

 （３）調査の設計 

① 調査地域 愛知県の全域 

② 調査対象 県内居住の 20 歳以上の男女 

③ 標本数  3，000 人 

④ 抽出方法 層化二段無作為抽出法 

⑤ 調査方法 郵送法 

⑥ 調査期間 平成 20 年 7 月 10 日～7月 24 日 

 

 （４）調査委託先 

    株式会社 綜研名古屋 

 

 （５）回収結果 

   ① 標本数  3，000 人 

   ② 回収数  1，837 人（61.2%） 
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２ 調査対象者の属性 

 

【性別】 

総数 男性 女性 無回答 

1,837 人 825 人 990 人 22 人

100.0％ 44.9％ 53.9％ 1.2％

 

【年齢】 

20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 無回答 
205 人 322 人 299 人 350 人 227 人 409 人 25 人 
11.2％ 17.5％ 16.3％ 19.1％ 12.4％ 22.3％ 1.4％ 

 

【居住地域】 

名古屋地域 尾張地域 西三河地域 東三河地域 無回答 

542 人 710 人 368 人 192 人 25 人 
29.5％ 38.6％ 20.0％ 10.5％ 1.4％ 

 

 

【職業】 

農林漁業 35 人 1.9％ 
商工サービス業 105 人 5.7％ 

自営業 

207 人 

11.3％ 自由業 67 人 3.6％ 
管理職 133 人 7.2％ 
専門技術職 254 人 13.8％ 
事務職 193 人 10.5％ 

勤め人 

945 人 

51.4％ 
労務職 365 人 19.9％ 
家事専業 381 人 20.7％ 
学生 26 人 1.4％ 

無職 

648 人 

35.3％ その他 241 人 13.1％ 
無回答 37 人 2.0％ 
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３ サンプルデザイン 

 

（１）母集団  愛知県内に居住する 20 歳以上の男女 

（２）標本数  3,000 

 （３）地点数  150 

 （４）抽出方法 層化二段無作為抽出法 

  

ア 層化 

   愛知県内の市町村を、市（名古屋市は区）及び郡を単位として、16 の調査地区にグルー

プ化した（調査地区区分図のとおり）。さらに、各調査地区を名古屋市、その他の市と郡

部（町村）の 3つに分類し、それぞれを層とした。 

 

イ 標本数の配分 

   各層に、その推定母集団数（平成 20 年 4 月 1 日現在の人口）の大きさにより、3,000 の

標本数を比例配分した。 

 

ウ 抽出の方法 

（ア） 第 1 次抽出単位となる調査地点として、平成 17 年度国勢調査時に設定された調査地

区を使用した。 

 

（イ） 各層における調査地点については、1 次調査地点の標本数が 20 となるように算出し、

各層内での調査地点が 1 地点の場合は単純無作為抽出法により抽出、2 地点以上となる

場合は、「層における調査地区数の合計」÷「層で抽出された調査地点数」＝「抽出間

隔」を算出し、等間隔抽出法により抽出した。 

 

（ウ） 各調査地点における対象者の抽出は、選挙人名簿により等間隔抽出法で抽出した。 
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調査地区区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
地区
番号

1 名古屋市東部地区　（千種区・東区・守山区・名東区）

2 名古屋市南東部地区　（昭和区・瑞穂区・緑区・天白区）

3 名古屋市北西部地区　（北区・西区・中村区・中区）

4 名古屋市南西部地区　（熱田区・中川区・港区・南区）

5 海 部 津 島 地 区　（津島市・愛西市・弥富市・海部郡）

6 一 宮 地 区　（一宮市・稲沢市）

7 犬 山 江 南 地 区　（犬山市・江南市・岩倉市・丹羽郡）

8 春 日 井 小 牧 地 区　（春日井市・小牧市・清須市・北名古屋市・西春日井郡）

9 尾 張 東 部 地 区　（瀬戸市・尾張旭市・豊明市・日進市・愛知郡）

10 知 多 地 区　（半田市・常滑市・東海市・大府市・知多市・知多郡）

11 豊 田 加 茂 地 区　（豊田市・西加茂郡）

12 岡 崎 額 田 地 区　（岡崎市・額田郡）

13 衣浦東部幡豆地区　（碧南市・刈谷市・安城市・西尾市・知立市・高浜市・幡豆郡）

14 東 三 河 山 間 地 区　（新城市・北設楽郡）

15 蒲 郡 豊 川 地 区　（豊川市・蒲郡市・宝飯郡）

16 豊 橋 地 区　（豊橋市・田原市）

地区名称（市（区）、郡）

名
古
屋
地
域

東
三
河
地
域

西
三
河
地
域

尾
張
地
域
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調査地区別標本・調査地点数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市 その他の市 郡部（町村） 計
450,670 450,670

220 220
11 11

481,726 481,726
240 240
12 12

439,393 439,393
220 220
11 11

472,554 472,554
240 240
12 12

138,989 125,399 264,388
80 60 140
4 3 7

411,066 411,066
200 200
10 10

180,096 43,911 224,007
100 20 120
5 1 6

469,771 18,094 487,865
240 20 260
12 1 13

290,397 71,237 361,634
140 40 180
7 2 9

355,351 130,486 485,837
180 60 240
9 3 12

335,028 45,022 380,050
180 20 200
9 1 10

294,771 29,484 324,255
140 20 160
7 1 8

483,127 47,405 530,532
240 20 260
12 1 13

41,552 9,939 51,491
20 0 20
1 0 1

194,991 17,679 212,670
100 20 120
5 1 6

353,066 353,066
180 180
9 9

1,844,343 3,548,205 538,656 5,931,204
920 1,800 280 3,000
46 90 14 150

上段：推定母集団
中段：標本数
下段：調査地点数

計

名
古
屋
地
域

尾
張
地
域

西
三
河
地
域

東
三
河
地
域

名古屋市東部地区

名古屋市南東部地区

名古屋市北西部地区

名古屋市南西部地区

海部津島地区

一宮地区

犬山江南地区

春日井小牧地区

尾張東部地区

東三河山間地区

蒲郡豊川地区

豊橋地区

知多地区

豊田加茂地区

岡崎額田地区

衣浦東部幡豆地区
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調査地点一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 対
象 象
数 数

名古屋市 千種区 萱場２丁目 20 津島市 柳原町４丁目 20

〃 〃 田代本通３丁目 20 愛西市 須依町 20

〃 〃 星ケ丘１丁目 20 〃 諏訪町 20

〃 東区 砂田橋３丁目 20 弥富市 平島町西新田 20

〃 守山区 大森１丁目 20 海部郡 美和町木田 20

〃 〃 森孝１丁目 20 〃 甚目寺町本郷 20

〃 〃 新城 20 〃 蟹江町蟹江本町字川西 20

〃 〃 瀬古東２丁目 20 一宮市 東両郷町 20

〃 名東区 亀の井１丁目 20 〃 平島１丁目 20

〃 〃 八前２丁目 20 〃 北小渕（北小渕北） 20

〃 〃 よもぎ台２丁目 20 〃 浅井町東浅井 20

〃 昭和区 紅梅町２丁目 20 〃 今伊勢町本神戸（無量寺） 20

〃 〃 広路本町４丁目 20 〃 千秋町加納馬場（馬場） 20

〃 瑞穂区 甲山町１丁目 20 〃 祐久 20

〃 〃 豊岡通２丁目 20 稲沢市 稲沢町北島 20

〃 緑区 旭出１丁目 20 〃 駅前２丁目 20

〃 〃 長根町 20 〃 祖父江町祖父江北方 20

〃 〃 滝ノ水３丁目 20 犬山市 犬山 20

〃 〃 鳴海町字薬師山 20 〃 羽黒 20

〃 〃 大高町字下塩田 20 江南市 高屋町 20

〃 天白区 大坪２丁目 20 〃 前飛保町 20

〃 〃 野並２丁目 20 岩倉市 中本町 20

〃 〃 弥生が岡 20 丹羽郡 扶桑町高雄字堂子 20

〃 北区 大杉１丁目 20 春日井市 高森台１０丁目 20

〃 〃 三軒町 20 〃 中新町１丁目 20

〃 〃 如意２丁目 20 〃 上条町１丁目 20

〃 〃 中味鋺２丁目 20 〃 大手田酉町１丁目 20

〃 西区 上名古屋３丁目 20 〃 下市場町４丁目 20

〃 〃 中小田井２丁目 20 〃 西尾町 20

〃 〃 南川町 20 小牧市 西之島 20

〃 中村区 上米野町２丁目 20 〃 久保一色 20

〃 〃 長筬町５丁目 20 〃 光ケ丘４丁目 20

〃 〃 名西通１丁目 20 清須市 清洲一丁目 20

〃 中区 新栄３丁目 20 北名古屋市 熊之庄字小烏 20

〃 熱田区 大宝３丁目 20 〃 法成寺字南出 20

〃 中川区 一色新町２丁目 20 西春日井郡 春日町下之郷字冨士塚 20

〃 〃 十番町５丁目 20 瀬戸市 西拝戸町 20

〃 〃 富田町大字千音寺 20 〃 水北町 20

〃 〃 春田２丁目 20 〃 すみれ台３丁目 20

〃 〃 吉津２丁目 20 尾張旭市 新居町寺田 20

〃 港区 木場町 20 豊明市 沓掛町寺内他 20

〃 〃 善南町 20 〃 新栄町六丁目 20

〃 〃 宝神１丁目 20 日進市 北新町 20

〃 南区 桜本町 20 愛知郡 東郷町御岳２丁目 20

〃 〃 鳴浜町７丁目 20 〃 長久手町喜婦獄 20

〃 〃 豊１丁目 20 半田市 岩滑高山町３丁目 20

〃 旭町２丁目 20

常滑市 千代ケ丘４丁目 20

東海市 荒尾町 20

〃 加木屋町 20

大府市 江端町三丁目 20

〃 吉田町五丁目 20

知多市 日長 20

〃 長浦３丁目 20

知多郡 阿久比町宮津 20

〃 東浦町石浜 20

〃 美浜町野間 20

名
古
屋
市
東
部
地
区

名
古
屋
市
南
東
部
地
区

名
古
屋
市
北
西
部
地
区

名
古
屋
市
南
西
部
地
区

名
古
屋
地
域

地点名

海
部
津
島
地
区

一
宮
地
区

犬
山
江
南
地
区

春
日
井
小
牧
地
区

尾
張
地
域

地点名

尾
張
東
部
地
区

知
多
地
区
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対 対
象 象
数 数

豊田市 梅坪町１０丁目 20 新城市 吉川 20

〃 聖心町１丁目 20

〃 前山町４丁目 20

〃 百々町３丁目 20

〃 和会町 20

〃 竹元町 20

〃 若林東町 20 豊川市 市田町 20

〃 貝津町 20 〃 諏訪３丁目 20

〃 御作町 20 〃 松風町 20

西加茂郡 三好町福谷字薬師洞 20 〃 御津町西方 20

岡崎市 康生通 20 蒲郡市 御幸町 20

〃 六名新町 20 宝飯郡 小坂井町伊奈字縫殿 20

〃 若松町 20 豊橋市 今橋町 20

〃 本宿町 20 〃 大崎町 20

〃 宇頭町 20 〃 東雲町 20

〃 赤渋町 20 〃 寺沢町 20

〃 樫山字仲村 20 〃 野依町 20

額田郡 幸田町菱池 20 〃 富士見台一丁目 20

碧南市 道場山町２丁目 20 〃 向山町 20

刈谷市 熊野町５丁目 20 〃 牟呂大西町 20

〃 今川町 20 田原市 越戸町 20

〃 野田町北口 20

安城市 今池町２丁目 20

〃 横山町 20

〃 和泉町 20

西尾市 今川町 20

〃 平坂町 20

〃 南中根町 20

知立市 谷田町 20

高浜市 春日町６丁目 20

幡豆郡 幡豆町西幡豆 20

豊
田
加
茂
地
区

岡
崎
額
田
地
区

地点名

衣
浦
東
部
幡
豆
地
区

西
三
河
地
域

東
三
河
山
間
地
区

蒲
郡
豊
川
地
区

豊
橋
地
区

地点名

東
三
河
地
域
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４ この報告書のみかた 

 

・ 回答率（％）は、小数第２位を四捨五入したため、合計が 100％にならない場合がある。

また、小計についても同様に異なる場合がある。 

・ 1 人の対象者に複数の回答を認めたものについては、その項目を選んだ人が回答者全体に

占める割合を表しており、通常その比率の合計は 100％を超える。 

・ 調査結果については統計上多少の誤差（標本誤差）が生じることがあり、調査結果をみる

場合には、次のような一定の幅をもたせてみる必要がある。 

・ 標本誤差は、次の式で算出される。 

 

 

 

                                Ｐ：回答率（％） 

                                Ｎ：回答者数（人） 

 

 

  【標本誤差早見表（主なもの）】 

 

Ｐ：回答率（％）  Ｎ： 

回答者数

（人） 

5 又は

95 

10 又

は 90 
15 又

は 85 
20 又

は 80 
25 又

は 75 
30 又

は 70 
35 又

は 65 
40 又

は 60 
45 又

は 55 
50 

総数 1,837  1.4 2.0 2.4 2.6 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.3

性

別 

男性 

女性 

825  

990  

2.1 

2.0 

3.0

2.7

3.5

3.2

3.9

3.6

4.3

3.9

4.5

4.1

4.7 

4.3 

4.8 

4.4 

4.9

4.5

4.9

4.5

年

齢

別 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～64 歳 

65 歳以上 

205  

322  

299  

350  

227  

409  

4.3 

3.4 

3.6 

3.3 

4.1 

3.0 

5.9

4.7

4.9

4.5

5.6

4.2

7.1

5.6

5.8

5.4

6.7

5.0

7.9

6.3

6.5

6.0

7.5

5.6

8.6

6.8

7.1

6.5

8.1

6.1

9.1

7.2

7.5

6.9

8.6

6.4

9.4 

7.5 

7.8 

7.2 

9.0 

6.7 

9.7 

7.7 

8.0 

7.4 

9.2 

6.9 

9.8

7.8

8.1

7.5

9.3

7.0

9.9

7.9

8.2

7.6

9.4

7.0

地

域

別 

名古屋地域 

尾張地域 

西三河地域 

東三河地域 

542  

710  

368  

192  

2.6 

2.3 

3.2 

4.4 

3.6

3.2

4.4

6.1

4.3

3.8

5.3

7.3

4.9

4.2

5.9

8.2

5.3

4.6

6.4

8.8

5.6

4.9

6.8

9.4

5.8 

5.1 

7.0 

9.7 

6.0 

5.2 

7.2 

10.0 

6.0

5.3

7.3

10.2

6.1

5.3

7.4

10.2

職

業

別 

自営業 

勤め人 

無職 

207  

945  

648  

4.3 

2.0 

2.4 

5.9

2.8

3.3

7.0

3.3

4.0

7.9

3.7

4.4

8.5

4.0

4.8

9.0

4.2

5.1

9.4 

4.4 

5.3 

9.6 

4.5 

5.4 

9.8

4.6

5.5

9.8

4.6

5.6

 

 

Ｐ（100－Ｐ）
Ｎ

2×標本誤差　＝±2


